
年末に向けた交通事故抑止対策の推進
に関する交通事故分析について

【概況】

○ 10～12月の高齢歩行者死者数は、１～３月と比較して５割以上多い。

・横断中や薄暮時間帯の死者の増加が顕著。

・横断歩道以外の事故の割合が高く、歩行者全員に法令違反あり。

○ 10～12月の高齢自転車乗用者死者数は、１～３月と比較して３割以上多い。

・薄暮時間帯の発生が多く、自転車乗用者の約７割に法令違反あり。

○ 75歳以上運転者による免許人口当たりの死亡事故件数は、75歳未満と比較して約3.8倍。

○ 飲酒事故の死亡事故率は、飲酒なしと比較して約3.9倍。

○ 後部座席シートベルト非着用時の致死率は着用時と比較して約4.7倍（一般道路）。

○ 幼児のチャイルドシート不使用時の死亡重傷率は適正使用時と比較して約4.3倍。

（注） 数値は、単位未満で四捨五入してあるため、合計等が内訳の数値と一致しない場合がある。

令 和 元 年 ９ 月
広島県警察交通企画課
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（注） 「薄暮時間帯」とは、日没時刻の前後１時間をいう（日没時刻は、各日の広島市におけ
る国立天文台天文情報センター暦計算室の計算による日の入り時刻による。）。以下同
じ。
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４ 年齢層別死亡事故・飲酒事故・シートベルト・チャイルドシートに関する分析

原付以上第１当事者の飲酒有無別死亡事故率比較
（平成30年）

自動車（第１･第２当事者）後部座席同乗者のシートベルト着用・非着用
別の致死率比較（平成21年～平成30年合計）
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（注） ・ 算出に用いた免許人口は、平成30年12月末現在の値である。
・ 無免許の件数を除く。

（注） ・ 「死亡事故率」は死傷事故に占める死亡事故の割合をいう。
・ 調査不能は除外した。

＜一般道路＞＜高速道路＞

（注） ・ 「後部座席」とは、乗用車、貨物車、特殊車の運転席及び運転席横の座席以外の座席に乗ってい
た者をいう（バスの座席、貨物車の寝台席を除く）。

・ 「致死率」は、死傷者に占める死者の割合をいう（着用不明を除く）。

自動車同乗中（６歳未満の幼児）のチャイルドシート
使用有無別死亡重傷率比較（平成21年～平成30年合計）
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（注） 「適正使用」とは、チャイルドシートが車両に適正に固定され、か
つ、幼児等がチャイルドシートを適正に使用している場合をいう。
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